
















Boric acid flame retardant

）プイターダウパ（ norobtseB

SOUFA水溶液をパウダー化した製品です。
お湯で再溶解します。

・ポリホウ酸ナトリウム　100％
　Amorphous soudium borate(soudium polyborate)
・HSコード　2840.20（その他ホウ酸塩）
・化審法　1-69（四ホウ酸に準ずる）
・吸湿：約10～15％程度、湿度を吸っている。
・粒子径：50～200μmm（※乾燥状態による）
・比重：1.4～1.7
・耐溶剤性：あり
・発泡倍率：基材の性質によって異なる
・分解：分解はしない。800℃付近で柔らかくなる。
・ガス発生温度：基材のガス発生温度と同じ。
・溶解：水以外には溶解しない。
・アルコールと反応：
　アルコールと反応しホウ酸エステルを形成しゲル化する。
　その場合は難燃性は期待できない。
・無機物なので構造式はない
・誘電率（比誘電率）：未計測。ただし吸湿性がある為安定しない可能性有。
・酸価（ケン化価）：ゼロ
・PH　（16％濃度　PH7.0）　（23％濃度　PH6.86）
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Boric acid flame retardant

セルロースナノファイバーの難燃剤

セルロースナノファイバーの難燃性
簡単なテストを行いました。
セルロースに対して非常に効果的な難燃剤です。
セルロースナノファイバーに効果があると考え試験を行いました。
SOUFA23％水溶液を使用し、2％セルロースナノファイバーと混合し、
塗布型難燃剤を作成しました。
RPU、PP、段ボール、45度燃焼試験を実施しました。
その結果一定の効果が確認されました。
セルロースナノファイバーの炭素とSOUFAの主成分が結合し、
強力な炭化層を形成する事で、熱と酸素を遮断し燃焼を防ぎます。
また、デンプンでも同様の現象が確認できます。
これは、セルロースと構造が似ている為だと考えられます。
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